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利用・用途・応用分野

超高周波用のアンテナ、サブ波長用焦点レンズ、超小型通信用の共振器、フィル
タ、発振器等のデバイスの構成要素

目的・課題 解決ポイント

本発明のビアを用いない左手系
媒質を提供し、ビア密度の縛り
を超えてスケーラビリティを持た
せることで、単位セルの集積度
を飛躍的に上げる設計を可能と
する。また、ビアを必要としない
ので、ビア作製のプロセスを省く
ことができるため、製造コストを
抑えることができる。

基板上面に複数の単位セルからなる導
電パターンを形成し、基板下面にグラン
ド面としての導電パターンを形成して
なる左手系媒質にて、上面基板の導電
パターンとグランド面の導電パターンの
間でキャパシタンスを形成し、グランド面
の導電パターンの一部とグランド面の
グランド部分で電気的に等価な並列イン
ダクタンスを形成する構成とした。
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【 図２ 】

図２は本発明のビアを用いない左手系媒質の第１の実施例の概略図を示し、１は左手系
媒質で、複数の単位セルとなる導電パターン２１で構成される上面基板２と、複数の導電
パターン３１が形成されたグランド面３を間隔をもって上下に配置した周期構造としている。
図３に左手系媒質１の単位セルの構造を示し、上面基板２の導電パターン２１とグランド面
３上の導電パターン３１が対向配置されている。
この構造によりビアを形成することなく等価なインダクタンスを形成した。
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